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□ 浦崎みゆき 議員

１．町民サービスについて 【 町長 】

（１）軟骨伝導イヤホン導入を昨年の質問で取り上げたが、その後の状況と導入について伺

う。

（２）導入の課題は何か。

２．町民の健康について 【 町長 】

（１）がん検診について、本町のがん検診受診率（三大がん）の過去５年間を問う。

（２）これまでの本町の取り組みと今後の課題を伺う。

（３）子宮頸がん予防にHPV検査を公的検診へ導入の見解を伺う。

（４）小中学校の「がん教育」の取り組みの状況を伺う。

３．生理用品の支援について 【 町長 】

（１）本町の小中学校の生理用品の配布の状況また公共施設での配布の状況を伺う。

（２）民間企業と連携して生理用ナプキンを無料提供するシステム「OiTr」（オイテル）の

本町の導入について調査、研究は行われたか。
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□ 照屋仁士 議員

１．農地における固定資産税、課税と徴収は適切か 【 町長 】

（１）数十年前に農地に建てられた農業用倉庫が、いきなり課税対象になり、地主と

借主のトラブルになりかけた。この課税と徴収までの過程は適切だったか。

（２）農地に建てられた倉庫や構築物、現況は、全て課税対象になっているのか。課

税対象になる要件をわかりやすく示せ。

（３）農地における構築物や現況への課税状況について、町全体、各字ごとの農地筆

数、課税物件数を示せ。

（４）課税にあたっては、全て町民・町内平等に行われているか。どのように調査、

管理しているか。

２．町民サービスに対する心構えと職員への指導はどうなっているか 【 町長 】

（１）カスハラ対策の一環で、電話の録音が始まっていると理解する。一方で「職員

は名乗らないし、対応が不満だ」という声がある。町長はどう思うか。

（２）窓口や電話対応はじめ町民と応対する際のルールやマナーについて、どのよう

に指導されているか。

（３）「神里区のラジオ体操の放送がうるさい」と町外から苦情が有り、役場から神

里区へラジカセ等に変えるよう指示があったと聞く。南風原町行政として適切か。
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□ 大城雅史 議員

１．津嘉山児童館裏の擁壁補修を 【 町長 】

（１）隣接住民より同所の擁壁が劣化しており危険との指摘を受けている。一部の石

積みが崩落し民有地に流れているようである。早急な対応をお願いしたいがどうか。

（２）同所と隣接住民の土地の間に草木も繁茂している。擁壁の補修及び草木の伐採

も併せてお願いしたいがどうか。

２．雑誌スポンサー制度の導入を 【 教育長 】

（１）豊見城市、沖縄市において雑誌スポンサー制度を導入している。同制度につい

ては、どのような制度か伺う。

（２）本町立図書館において雑誌は約何冊あり毎月の購入金額を伺う。

（３）同制度を活用した場合の企業側及び本町のメリットを伺う。

（４）同制度を導入して、蔵書の更なる充実を図るべきと考えるが、見解を伺う。

（５）同制度を導入するにあたって、どのような行政手続きが必要か伺う。

３．道路等維持管理報告フォーム有効活用を 【 町長 】

（１）道路等維持管理報告フォームの運用について伺う。

（２）同報告フォーム導入によりこれまでとの違いを伺う。

（３）同フォームの導入の周知方法について伺う。

４．町道16号線の横断歩道について 【 町長 】

（１）津嘉山公園から第二団地向け信号のない横断歩道が数箇所ある。薄暮から夜間

にかけて歩行者が見えづらく危険との声がある。安全対策について伺う。

（２）信号機のない横断歩道における車の一時停止率は約半数との調査結果がある。

（2024年日本自動車連盟）信号の設置には必要条件が多いことから、ドライバーから

歩行者の視認性高めるためにもトライライトポストの導入の検討をお願いできない

か。
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□ 岡崎晋 議員

１．終活情報登録制度を問う 【 町長 】

（１）これはどんな制度か。

（２）この制度は非常に有効有益な住民サービスであり、行政に大きな負担なく実施

できるものと考えるがどうか。

（３）本町でもぜひこの行政サービスを実施して欲しいがどうか。

２．学校の環境整備を問う 【 教育長 】

（１）建築43年目の北丘小学校施設の不具合状況を把握しているか。

（２）現場からの改善要望事項には速やかに対処すべきものが多くあるが、それらを

どうするか。

（３）「南風原町学校施設等長寿命化計画」は何の技術的根拠等を基にいつ策定され

たか。

（４）この計画に拠れば北丘小学校と南星中学校の校舎は何年後に改築するのか。

（５）直近では建築後何年の校舎をいつ改築したか。

（６）学びの公平の観点からも、北丘小学校の校舎改築が急務だと考えるがどうか。

（７）本町の学校に産業医が選任されていないが、それはなぜで、いつから選任され

ていないか。
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□ 知念富信 議員

１．赤嶺町長３期目出馬を 【 町長 】

（１）城間町政20年を引継ぎ２期８年間で国保の赤字問題、待機児童全国ワーストの

解消など諸問題を解決し、人口も増えて４万人を超え、南風原町は住みここち沖縄県

で２位から３位と高く評価され町民の福祉や社会の利便性が大きく進展してきまし

た。今後の町づくりの施策、財政の確立などで町長の継続を多くの町民から寄せられ

ています。赤嶺町長の３期目出馬を要請したいと思いますが見解を伺います。

（２）町体育館建設、下水道インフラ整備、土地区画整理事業等、南風原町の今後の

課題を伺います。

２．アレルギー給食棟の設置を 【 教育長 】

（１）アレルギーの分類とそれぞれの人数を伺う。

（２）アレルギーを持つ生徒の親の負担、学校給食の公平性等、アレルギー対応に対

処すべきではないか伺う。

（３）仮設施設でアレルギー対応の給食棟を設置できないか伺う。

（４）学校給食摂取基準に適合しているか伺う。

３．体育館にエアコン設置できないか 【 町長・教育長 】

（１）全国で体育館に防災対応としてエアコン設置が進んでいる。町は防災時の避難

所、生徒の熱中症防止にエアコン設置の考えはあるか伺う。
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□ 大城重太 議員

１．教育現場の防災・減災を問う 【 教育長 】

（１）近年の異常な高温多湿は災害レベルである。それによってもたらされる熱中症

はもはや自然災害と言っても過言ではない。教育現場においては特に屋外での体育の

授業やスポーツ活動での熱中症が懸念される。グラウンド周辺に日陰となるオーニン

グやミストシャワー、散水設備を整える必要があると思うがどうか。

（２）グラウンドでは落雷による事故も心配である。校舎や体育館には避雷針が設置

されているが、グラウンドには避雷針が設置されておらず、無防備になっていないか

不安である。周辺の避雷針でグラウンドも保護できているのか問う。

（３）小学１年生の入学時に防災用ヘルメットを配布し、防災意識を高めるとともに

実用性の高い防災アイテムを常備する環境を整えたいがどうか。

（４）教育現場での災害時の避難訓練、防災教育はどのような取り組みをおこなって

いるか。また、避難所となった場合の指揮系統の整備や、施設ごとのウィークポイン

トを把握しているか問う。
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□ 大城勇太 議員

１．本町の農業施策について 【 町長 】

（１）６次産業化に向けた取り組みを町独自で支援できないか。

（２）かぼちゃの日の制定を検討できないか。

（３）黄金戦隊かぼっちゃマンの復活はないか。

２．観光施策について 【 町長 】

（１）本町に道の駅の整備計画の検討はないか。

（２）ウルトラマンとコラボした観光誘致の計画はあるか。

（３）津嘉山公園にウルトラマン像を設置できないか。

（４）津嘉山公園に時計の設置が出来ないか要望がある。00分にシュワッチと声が出

る時計が設置できないか。

３．未来を担う子どもたちのために 【 教育長 】

（１）習い事、塾クーポンの事業が検討ができないか。

（２）現在小中学校で持参の水筒の飲料水に決まりがあるか。
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□ 西銘多紀子 議員

１．放課後子ども教室について 【 教育長 】

（１）定員数と申込み児童数はどうか。

（２）利用希望が例年より増加している背景について、また保護者・児童のニーズや

利用目的をどのように把握しているのか伺う。

（３）定員増など拡充策を検討しているのか伺う。

２．不登校児童について 【 教育長 】

（１）不登校児童が家庭や居場所でオンライン学習できる環境整備は整っているか。

（２）相談・支援体制の効果と課題について。

（３）今後の方向性、また他の支援策の可能性はあるか。

３．介護予防事業について 【 町長 】

（１）町予算推移や施策内容について伺う。

（２）介護予防事業の内容について参加状況や成果、また現場での課題はどのような

ものか伺う。

（３）町として、地域の多様な力を介護予防事業に取り込むための仕組みづくりを、

どのように行っているのか伺う。
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□ 金城憲治 議員

１．本町の里道管理について 【 町長 】

（１）本町が管理している里道はどのように維持管理されているか伺います。

（２）里道は、建築基準法42条２項道路に該当するか伺います。

（３）本町は、これまで里道の現状調査を行ったことがあるか伺います。

（４）里道の一部を購入することは可能か伺います。

２．本町の学校教育環境について 【 教育長 】

（１）本町の学校の特徴として、木々が生茂った緑多い学校環境が特徴ともいえると

思うが、その生茂った木々はどのように管理されているか伺います。

（２）翔南小学校東側に面した木々は、剪定など管理されているとは言えず、緑豊か

な教育環境とは言い難いと思うが、本町はどのように捉えているか伺います。

（３）今後、学校の生茂った木々をどのように管理していくのか伺います。
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□ 當眞嗣春 議員

１．重点支援交付金について 【 町長 】

（１）令和７年度、当初予算における「５つの事業」の現時点における進捗状況と成

果について伺う。

（２）うち、物価高騰生活者支援事業（１億1,579万5,000円）の執行率と活用者数を

問う。

（３）同じく、粗飼料価格高騰対策臨時支援事業（450万円）の執行率と支援業者数

について問う。

（４）同じく、農業資材等臨時支援事業（310万3,000円）の執行率と支援業者数につ

いて問う。

２．本町内における自衛隊のイベントについて 【 町長 】

（１）去る８月16日、南風原イオンで開催されたイベント「自衛隊チャレンジ」につ

いて町長の見解を伺う。

（２）イベントについて事前の連絡もしくは通知等の有無について伺う。

（３）イベント開催２日前の８月14日、「戦争させない町民の会」による「自衛隊チ

ャレンジ」の中止を求める要請について、町長の見解を伺う。

（４）イベントは、表向きは災害・避難対策の一環を思わせる内容だが、本質的には

自衛隊の宣撫工作と考えるが町長の見解を伺う。

３．学校給食について 【 町長・教育長 】

（１）今年７月一部マスコミ（タイムス）報道によると41市町村の公立小中学校の給

食栄養素摂取基準状況調査で、国の摂取基準のエネルギーを満たしている中学校はゼ

ロ、小学校は北大東村だけとの報道が掲載されたが、本町の現状はどうか伺う。

（２）今年、３月議会の一般質問で１、学校給食について（５）本町の摂取基準は達

成されているか。について当局は「摂取基準を満たしている」と答弁したが、マスコ

ミの報道と矛盾する。その根拠について伺う。

（３）本町、小中学校における摂取基準の管理・体制について伺う。

（４）今後の対応・施策について伺う。
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□ 伊佐園恵 議員

１．包括的性教育を推進しているか 【 町長・教育長 】

（１）包括的性教育が実施されている団体はあるか。

２．南風原町公式LINE登録を促進してほしい 【 町長 】

（１）広報等で注目されるような発信をしてほしいがどうか。

３．mobiのわかりやすい利用 【 町長 】

（１）基本の利用方法について、説明を求める。

（２）利用の工夫について紹介してほしいがどうか。

４．こどものSOSうけとめる場所はどこか 【 町長・教育長 】

（１）学校では、担任が基本にほかには、どのような方がいるか。

（２）学校以外では、どのような方がいるか。

５．不登校は問題行動でない、町の見解は 【 町長・教育長 】

（１）児童生徒、保護者の不安を受け止める場所のサポートをしてほしいがどうか。

（２）字、自治会でも居場所の提供や、協力体制の検討を促してほしいがどうか。

６．介護が必要になったときの支援について 【 町長 】

（１）包括支援センターのほかに相談できる場所はあるか。

（２）支援の例を教えてほしいがどうか。
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□ 大宜見洋文 議員

１．町民体育館建設を問う 【 町長 】

（１）そもそも町長の二期目の約束（広報はえばるNo.529）にはアリーナ建設はなか

った。どういう経緯でアリーナが組み込まれたのか。

（２）建設計画の参考にしたのが、隣の豊見城市民体育館との事だったが、具体的に、

どのスポーツでそのチームを想定し、年間で使用する回数と料金やイベント等で集客

・収益などを想定しているのか。

（３）隣接自治体と同じ様な施設を作る事に、経営面でリスクについての議論はされ

たか。

（４）来年の町長選挙での争点の一つとなると考えるが、アリーナ付きの町民体育館

建設にブレはないか。

（５）岩手県紫波町のオガールプロジェクトのPFI手法を参考に、合宿の出来る体育

館と宿泊施設（飲食店なども）の複合施設を住民参画で構想から仕切り直しすべきと

考えるが、どうか。

２．農業従事者の高齢化と後継者不足の課題への解決策は 【 町長 】

（１）令和５年12月定例会一般質問でも取り上げた「都市型農業」、課題解決策の一

つと考えるが、その後調査研究はされたか。

（２）物価高騰の状況下で、町民の自給自足への関心も高まっているのではないか。

町民から新たな農業従事者を育成する良いタイミングだと思うが、どうか。

（３）都市型農業の機能の一つである市民農園、本町の空いている土地を、環境に優

しい自然栽培農業を目指す若い世代の方々に提供して、みどりの食糧システム戦略に

沿う自然栽培農業の体験プログラムを実践してもらい、経験を積んで自然栽培農家へ

ステップアップする機会の創出は可能か。

（４）面積の小さい本町、屋上や壁面緑化の畑を縦に増やす発想で南風原町型都市農

園を目指せないか。
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（大宜見洋文議員 一般質問）

３．生物多様性増進活動促進法とは何か 【 町長 】

（１）環境省の説明サイトによると、ステークホルダーとして活動実施者の表記があ

った。化学肥料も農薬も除草剤も使用しない自然栽培農業者はその活動実施者に当て

はまるか。

（２）その法律が施行される２年前に運用開始した自然共生サイト認定制度とは何か。

４．農福連携を問う 【 町長 】

（１）「農福連携」から「農福連携等」という表現に変わった。違いは何か。

（２）「農福連携等推進ビジョン」とは何か。

（３）農福連携等への本町の使命と役割はあるか。

５．小中学校PTA離れの課題について 【 教育長 】

（１）この数年、小中学校PTAの会員離れが課題になっている。本町の現状はどうか。

PTA離れの要因は何か。

（２）学校でのPTA活動は、学校と保護者、地域などをつなぐ大切なものだと思うが、

PTA離れについて町はどのような課題認識を持っているか。

（３）PTA離れの対策は、長期的な施策展開も必要になると考えるが、町の総合計画

でこれからPTA離れを防ぐために、どのような施策を進めていくか。
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□ 石垣大志 議員

１．医療的ケア児支援について問う 【 町長 】

（１）町内における医療的ケア児の人数について伺う。

（２）未熟児で生まれた子どもの数とその近年の推移について伺う。

（３）各学校への看護師配置の数とコーディネーター配置の状況について伺う。

（４）浦添市において令和７年度から看護師配置に関する派遣委託実施の事例がある。

本町においても看護師の人材確保に関する取組を検討する必要があると考えるがどう

か。

２．宮平交差点信号機について 【 町長 】

（１）国道329号宮平交差点の右折信号設置について、これまで設置を求めて来たと

思うが、現在も設置は厳しい現状か県警の見解と合わせて伺う。

（２）令和７年現在、（国道329号与那原向け）当該交差点で右折ができず、手前の

三叉路（旧うちなーゆ方面）を右折する車両が増加している。感染症の流行時期にな

ると医療事業所利用者との渋滞が重なり、２車線の渋滞も見られる。当該交差点の（国

道329号与那原向け）右折帯設置または右折信号機設置等、課題解決が図れないか。

３．スプラッシュパーク整備について 【 町長 】

（１）本町は沖縄県内で唯一海に面していない町であり、子どもたちが安全に水遊び

できる環境が限られている。そのため、町内に水遊び施設を整備することは、子育て

支援の観点からも重要であると考える。スプラッシュパーク整備については、沖縄こ

どもの国や宜野座村の道の駅ぎのざなどの事例があり、いずれも道の駅や動物園等の

既存施設の機能強化を図る形で整備されている。本町においても、既存の公園や施設

等にスプラッシュパークを組み込み、機能強化リニューアルの一環として検討できな

いか。

４．桁下空間活用について 【 町長 】

（１）過去の答弁で花水緑の大回廊公園については、令和８年度以降に工事再開との

見通しが示されているが、どのような機能や役割を持つ公園にしていくのか伺う。

（２）町商工会等と連携し工事再開に向け新たなビジョンを描き、本町の賑わいの創

出につながる拠点として整備を進めていただきたいが見解を伺う。
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□ 玉城陽平 議員

１．学校教育におけるチーム担任制の導入を問う 【 教育長 】

（１）チーム担任制とは何か。その特徴と従来の担任制との違いは。また、生徒や教

職員に対する効果はどうか。

（２）鏡原中学校、知念中学校、ゆたか小学校など、県内の先進事例への見解を問う。

（３）本町でも検討する価値のある施策と考える。試験的導入を提案するが、課題と

なり得る点は何か。

２．中小企業政策と域内経済循環率の向上を問う 【 町長 】

（１）南風原町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定から約10年経つ。どういっ

た施策が行われ、どのような効果があったか。課題はどこにあると考えるか。

（２）地方創生、地域脱炭素の取り組みの中で、地域内経済循環率の向上につながる

施策の必要性が謳われてきた。それを考えるツールとしての地域経済分析システム（R

ESAS）を産業振興施策の検討で本町で活用されたことはあるか。

（３）町の公共調達において町内企業を優先することには経済波及効果の観点から、

事業者への直接効果に留まらず、幅広い町民への効果があると考える。間接効果や誘

発効果についての見解を問う。

（４）町役場の公共調達において、方針策定など地元企業の発注率の向上に向けた施

策はどのようなものがあるか。更なる推進を求めるが、量的な目標はあるか。現状は

どうか。

３．企業の社会貢献活動（CSR）の促進を問う 【 町長 】

（１）町内の企業によるCSRについて、どのような取り組みを把握しているか。

（２）町内企業のCSRの促進について、これまでにどのような取り組みをしてきたか。

（３）県内でもソーシャルビジネスが盛んになり、本町商工会青年部にも社会課題解

決に取り組む自主的なサークルが立ち上がるなど、事業性と社会性の両立、事業での

社会課題解決への動きがある。これを本町の課題解決に繋げ、これまで以上に取り組

んでいくことが重要だ。見解を問う。

（４）那覇市では市民活動支援講座の一つに自社資源の活用を事例から学ぶ講座もあ

る。また、人口3.3万人の兵庫県太子町では企業市民制度として認定し、企業の自主

的な活動を促進した。また県内には企業のCSRを促進し共創を促すカンファレンスも

ある。先進事例から学び、本町でも取り組みを進めてほしいが、どうか。
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（玉城陽平議員 一般質問）

４．「精神障害にも対応した地域包括ケア」を問う 【 町長 】

（１）厚生労働省の「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」とは何か。

その理念と背景をどう理解しているか。

（２）本町の取組・検討の現状はどうか。

（３）ハーバード大学医学部の研究によれば、二人に一人が生涯のうちに精神疾患を

経験する。精神疾患は特定少数者の問題ではなく、多くの人が直面し得る課題である。

この点をどう認識しているか。

（４）本町には精神科系診療所が人口10万人あたり全国平均の約2.5倍存在する。医

療資源が豊富であり、推進に向けた潜在的可能性は大きいと考えるが、現状どのよう

な連携があり、関係者の協議の場は設けられているか。

（５）精神疾患は多くが10～20代に初発する。若年層への啓発と相談窓口の認知拡大

とつなぎをどのように取り組むか。

５．学校における生成AI活用を問う 【 教育長 】

（１）今年の９月から「AI校務サポート推進事業」が沖縄県教育委員会で取り組まれ

る。これはどのようなものか。

（２）本町の小中学校におけるAIの活用の状況はどうか。教職員に利用できる環境は

あるか。

（３）県内小中学校の生成AIパイロット校の取り組みはどういうものか。どのような

ことが学べるか。

（４）生成AIの活用の研修、生成AI活用支援員派遣など、活用を推進する取り組みを

提案するがどうか。


